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非定型 BSE の発生状況 
近年の BSE 発生のうち、非定型 BSE について、既知の情報により集計したところ、以

下のとおり。

2011 年 ９件 （全 29 頭中） 
オランダ１（L）、ポーランド１（L）、英国２（L１，H１）、スイス２（新タイプ）、

スペイン 1（H）、アイルランド１（H）、イタリア１（L） 

2012 年 ６件 （ブラジル１件を含まない） （全 21 頭中） 
英国１（L）、スペイン３（H1、L2）、スイス１（H）、米１（L）、（ブラジル１） 

2013 年 ３件 （全７頭中） 
フランス２（H）、英国１（H） 

2014 年 ３件 （ブラジル１件を含まない）（全４頭中） 
ドイツ２（L、H）、ルーマニア１（L）、（ブラジル１（H）） 

出典：OIE 通報、2012 年までの EU のレポート、英国 Defla の 2013 年までの報告書 

（参考）

世界の非定型BSE事例

L型 H型 その他 小計

オーストリア 2 1 3

デンマーク １ １

フランス 14 15 29

ドイツ 2 ２ ４

アイルランド 4 4

イタリア 5 5

オランダ 3 1 4

ポーランド 13 2 15

ポルトガル 1 1

ルーマニア １ １

スペイン ２ ２ ４

スウェーデン 1 1

英国 4 5 9

スイス ２ 2 4

米国 1 2 3

カナダ 1 1 2

日本 2 2

総 計 50 40 2 92
（出典）EU： Report on the monitoring of ruminants for the presence of Transmissible Spongiform Encephalopathies (TSEs) in the EU in 2012 等

スイス：Virology Journal 2009, 6:64、OIE HP
米国、カナダ、日本：食品安全委員会 牛海綿状脳症（BSE）対策の見直しに係る食品健康影響評価（2012年10月）、農水省 HP

(2014年７月21日現在)
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OIEサーベイランスポイントについて
　
表　年齢区分、検査対象区分ごとのサーベイランスポイント

				健康と畜牛		死亡牛		緊急と畜牛		臨床症状牛

		１歳以上２歳未満		0.01		0.2		0.4		N/A

		２歳以上４歳未満		0.1		0.2		0.4		260

		４歳以上７歳未満		0.2		0.9		1.6		750

		７歳以上９歳未満		0.1		0.4		0.7		220

		９歳以上		0.0		0.1		0.2		45



引用：ＯＩＥ陸生動物規範第11.4.22条　表２
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